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◆ 研究概要 
免疫学講座では，Bリンパ球，Tリンパ球を中心に様々な免疫応答の解析を行っています．特に，Bリンパ球，Tリンパ
球を単一細胞レベルで解析し，抗原受容体である抗体やT細胞受容体のレパートリーを解析することにより，免疫応答を
解析しています． 
さらに，抗原受容体遺伝子を単一リンパ球からクローニングし，抗原特異的抗体や抗原特異的T細胞を作製し，自己免
疫疾患発症のメカニズムの解明や腫瘍に対するがん免疫療法の開発へ応用していきます． 
 
◆ 原 著 
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Olive O, Livak KJ, Kishi H, Muraguchi A, Guleria I, Stevens J, Lane WJ, Burkhardt UE, Fritsch EF, Neuberg D, Ott PA, 
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◆ 総 説 
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◆ 学会報告 
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輔，後藤辰徳，西田徹也，村田 誠，清井 仁．遺伝子改変 CD3ζ 導入は抗原特異的 CTL の増殖と persistence を改
善する．第 40 回日本造血細胞移植学会総会；2018 Feb 1-3；札幌． 
9)  三好省吾，野澤 彰，小澤龍彦，清水伸一，竹田浩之，村口 篤，澤崎達也．Satsuma dwarf virus の高感度検出系に
向けたウサギモノクローナル抗体の作製．第 59 回日本植物生理学会年会；2018 Mar 28-30；札幌． 
10)  岸 裕幸．TCR レパトアの単一細胞解析から抗原同定へ向けて．第 22 回日本がん免疫学会学術総会シンポジウム；
2018 Aug 1-3；岡山． 
11)  宮原慶裕，藤井啓介，金関貴幸，鳥越俊彦，山口 類，井元清哉，宮野 悟，浜名 洋，岸 裕幸，珠玖 洋．マ
ウス腫瘍細胞株をモデルとした高免疫原性変異抗原の同定とワクチン治療への応用．第 22 回日本がん免疫学会学術
総会；2018 Aug 1-3；岡山． 
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玖 洋．ヒト大腸がん組織に浸潤する腫瘍反応性 CD8 陽性 T 細胞の表現型および遺伝子解析．第 77 回日本癌学会
学術総会；2018 Sep 27-29；大阪． 
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18)  祐川健太*，浜名 洋，下岡清美，小林栄治，北條荘三，奧村知之，長田拓哉，村口 篤，岸 裕幸，藤井 努．効
率的な大腸癌免疫療法の確立に向けた腫瘍浸潤リンパ球レパートリー解析．第 29 回日本消化器癌発生学会総会；
2018 Nov 16-17；東京． 
19)  津田さやか，チャン シャオシン，浜名 洋，島 友子，牛島明美，津田 桂，村口 篤，岸 裕幸，齋藤 滋．制
御性 T 細胞の single-cell TCR レパートリー解析により示唆された流産と妊娠高血圧腎症の免疫学的病態の相違．第
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吉野 修，齋藤 滋．子宮体癌患者における末梢血 CD8T 細胞の TCR レパートリー解析．第 33 回日本生殖免疫学
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21)  小澤龍彦，大貫 燿，浜名 洋，小林栄治，呂 福蓮，村口 篤，岸 裕幸．酵母表面ディスプレイ法を用いた TCR
の抗原ペプチド/MHC ライブラリーの作製とそのスクリーニング．第 41 回日本分子生物学会年会；2018 Nov 28-30；
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会；2018 Dec 10-12；福岡． 
 
◆ 特 許 
1)  村口 篤，岸 裕幸，小澤龍彦，inventors；富山大学，assignee．抗原特異的ウサギ抗体産生細胞の迅速な特定方法
およびその利用．特許第 6293409 号．2018 Feb 23． 
2)  村口 篤，岸 裕幸，浜名 洋，小林栄治，小澤龍彦，inventors；富山大学，assignee．T 細胞の刺激方法およびそ
の利用．特許第 6327734 号．2018 Apr 27． 
3)  村口 篤，岸 裕幸，inventors；富山大学，assignee．T 細胞受容体の抗原の同定法および同定用レポーター細胞．
特許第 6408383 号．2018 Sep 28． 
4)  小林栄治，浜名 洋，小澤龍彦，岸 裕幸，村口 篤，inventors；富山大学，assignee．TCR の細胞傷害活性誘導能
を評価するための NK 細胞株，およびその作製方法．特許第 6425301 号．2018 Nov 2． 
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◆ その他 
1)  大貫 燿．酵母表面ディスプレイ法を用いた TCR の抗原同定システムの開発．新学術領域「ネオ・セルフ」第 3 回
領域全体班会議；2018 Jul 11-12；淡路． 
2)  津田さやか，Zhang Xiaoxin，浜名 洋，島 友子，牛島明美，津田 桂，村口 篤，岸 裕幸，齋藤 滋．ヒト脱
落膜の effector 制御性 T 細胞は妊娠後期にクローナルに増加するが，妊娠高血圧腎症では増加しない．第 5 回中日本
産婦人科セミナー；2018 Jul 15-16；岐阜． 
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